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Abstract

As a fundamental study on the flow in a air jet loom with an air-guide, we have investigated the flow
characteristics of flow in the tubes with different diameters, and also compared with the flows in the tubes with
slits.

The main results are as follows : (1) The flow in a tube can be divided into two regions by the difference of flow
feature. (2) The fiow in the first region shows similar features to a free jet flow untill a jet flow from a nozzle
reattaches on a tube wall and the static pressure on the tube wall is negative. (3) The other region is a down-
stream part of the tube and shows the characteristics of a pipe flow. The effects of the diameter, the gap-
distance between a nozzle and a tube, and the slit are clarified. (Received September 28, 1988)

摘 要

本研究では,エ アガイ ド方式エアジェットルームで緯入れ性能 を向上 させるための基礎研究 として前報に引続 き,ガ イ ド内の

空気特性について,ス リットの有無や口径の異なる円筒管 との空気特性の比較から検討 した.以 下得られた結果を要約する.

(1)　円筒管内の空気の流れは,エ アガイ ドと同様 に2つ の領域に分類される.こ の2つ の領域 は,壁 面静圧が負圧を示す自由

噴流の性質を持っ領域と,正 圧を示す管内流の特性を持っ領域 として特徴づけられる.

(2)　壁面静圧が負圧を示す領域では,円 筒管のノズル噴流 は,円 筒管の存在 にもかかわ らず,周 囲の空気を取込んで成長す

る.壁 面静圧はノズル噴流が円筒管の内壁面 と接す る位置 とほぼ対応 して負か ら正 に転ず る.壁 面静圧が正圧を示す領域では,

円筒管の口径やスリッ トの有無によってそれぞれ異 なる管内流の特性を示す.

(3)　ス リット付き円筒管の流れとエアガイ ドの流れを比較す ると,最 高流速,壁 面静圧変化などはノズルとの口径比3.3ス リ

ット率4%の 円筒管がエアガイ ドの特性 と概略一致する.(昭 和63年9月28日 受理)
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1.緒 言

空 気 で緯 糸 を飛走 させ る エ ア ジェッ トル ー ム(以

下AJLと 略 す)で は,ノ ズ ルか ら出た空 気 は,そ の

ままの状 態 で は拡 散 しやす く,流 速 の低下 が 著 しい

ため,い か に空気 を拡散 させ な いかが重 要 な技 術課

題 とな る.AJLの 性 能 を向 上 させ よ うとす る な ら

ば,省 エ ネ ル ギ ー化 に対 応 して よ り少 量 の 空気 量

で,高 速 化 に対応 して よ り早 く,織 物 広幅 化 に対応

してよ り遠 くまで,緯 糸 を飛走 させる必 要 が あ る.

AJLの 緯 糸 は,空 気流 と糸 表面 の摩擦 に よ って生 ず

る牽 引力 に よ り飛走 す る こ とか ら,AJLで はノ ズル

か らの噴射 空 気 の流速 をで きるだ け遠 くまで低 下 さ

せ ない こ とが重要 とな る.

AJLは シ ャ ッ トル織 機 に代 わ る合理 化 織 機 と し

て比較 的早 くか ら研究 に着 手 されたが,そ の実 用化

にか な りの期 間 を必要 と した.そ れ は,上 記 の流 速

低 下防止 技 術 が低 い上,消 費 エネル ギー も高 く,経

済 的 に成 り立 たなか った た めで あ る.

そ の後,チ ェコス ロバ キ ア にお いて 国 家 ベ ー ス

で,ElitxP-45型AJLが 開 発実 用化 され たが,そ

れに備 え られ た噴射 空気 拡 散 防止用 エア ガ イ ド')は

その経済 的 問題 を打開 させ た方式 と して,果 した意

義 は極 めて 大 きい.し か し,エ ァガイ ドを用 いた現

状 商用機 を 見 る限 り,先 に述 べ た省 エ ネル ギー化 ・

高速化 等 の織 機性 能を発 揮 す る観点 か らは まだ改 善

の余地 が 十分 あ る.

そ こで 前報2)では,AJLに お いて最 も重 要 な要素

で あ るエ アガ イ ドにつ いて,主 と して流 体 力学 的 に

見 た特性 を検 討 し,エ ア ガ イ ド内空気流 速 はその特

徴か ら,中 心 軸最高流 速 が ノズル 自由噴 流 下 の流速

と一致 す る領 域 とガイ ドの特 性 に応 じた流速 を示 す

領域 の2つ に大別 で きる こ とを報 告 した.

本報 で は,エ アガイ ドに つ いて ス リッ トの機能 を

調べ た り口径 の異 なる円筒 管 との比 較 に よ り,エ ア

ガ イ ドの基 本 的特性 を検討 す る.

2.　 実 験 装 置 と 測 定 方 法

2.1　 実 験 装 置

本実験 で 用 いた ノズル とエ アガイ ドの寸 法,形 状

は第1報 と同一 であ る.

図1,図2に 本実験 で用 いた ア ク リル樹 脂製 円筒

管 の うち,口 径20mmφ の もの について形 状,寸 法

を示す.図1は ス リッ トの な い円筒 管で,壁 面静 圧

測定 のた め0.8mmφ の静 圧孔 が 円筒管 入 口 か ら5,

10,20,200,400,600,800,950mmの 位 置 に設置

してあ る.又,図2に 示 す ス リッ ト円筒 管 は壁 面 に

所定 幅[幅W=4.0:(ス リッ ト幅)/(円 筒 管 内径 円

周)×100]の ス リッ トが あ り,ス リッ トと反対 側 の

壁 面 には壁面静圧 測 定 の ための静圧 孔 が,ス リッ ト

な し円筒 管 の場 合 と同 じ位置 にあ る.な お,図 に示

す よ うにX軸 方 向 に90な い し135mmの 間 隔 で10

mm長 の ノンス リ ッ ト部 が あ る.

本実 験 で は,20mmφ の円筒管 の他 に13mmφ と

25mmφ の もの を用 いた.口 径 以外 の各 部寸 法,形

状,ス リッ ト率 はす べて 同一 で ある.

2.2 空 気流 速 と流 量,並 び に圧 力 の 測 定 方 法

本実 験 で は,前 報 と同 じよ うに織機 の ス レイを台

の上 に固定 して,図3に 示 す よ うにノ ズ ル と,エ ア

ガ イ ドあ るい は円筒 管 を配 置 して,図4に 示 す よ う

な座 標 軸 を取 決 めて一 連 の測定 を行 った.な お,空

図2　 ス リッ トあ り円筒管

図3　 ノズル と円筒管 との位置関係

図4　 ス リッ トあ り円筒管
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気流 速 ・空 気流 量 ・壁面 静圧 の測 定方 法 は既 に前 報

で述 べ た通 りで あ る.

3. 実 験 結 果

3.1 ス リ ッ トな し円筒 管 内 の 流 れ特 性

3.1.1 壁面 静圧 分布

図5は 口径 の異 な る円筒管 につ いて ノズルか ら円

筒管 入 口ま での距 離(G)を0～13.34の 範 囲 で変

えた場合 の,ノ ズル出 口か らの無次 元距 離(X/の

によ る壁 面静圧Psの 分布 を示 す.図 よ り,い ず れ の

円筒管 も壁 面 静 圧Psは ノズ ル に近 い領域 にお い て

大気 圧 よ り低 圧(Ps<0)で,そ の後Ps>0に 転 じ,

円筒 管 出口 で大気 圧Ps=0と な る.な お,口 径 の小

さな 円筒 管程,負 圧領 域 ・正 圧領 域 とも大 きい値 を

示 す.こ こで 負圧 領 域 の壁 面静 圧P、 はいず れ の 円

筒 管 もノズ ル側 に近付 くほど低 く,そ の値 は,0や

Lの 大 きさに は ほ とん ど無 関係 で,そ れ らの和(X

=G+L)に 依存 して いる.な お,Ps=0と な る位置

の ノズルか らの距 離 をX0と 表 す と,円 筒管 口径13

mmφ,20mmφ,25mmφ の場 合,そ れ ぞれX0〓

3.3d,6.6d,10dと な り,口 径 の大 きな もの ほ どX0

は大 きい.

一 方
,X0〓36d以 上 では,い ずれ の円筒管 も壁 面

静 圧Psは 大 気 圧 値 とな る円筒 管 出 口 までの 管 内圧

の損 失 を示 し,Xが 長 くな るに従 い,反 比例 してPs

は減 少 して い る.な お,そ の場 合 のPsは,口 径 の小

さい円筒 管 ほ どGの 大 きさの影響 を受 けやす い.

そ こで,実 際 に管 内圧 損 を算 出 し,壁 面静 圧 の測

定値 との対応 を検 討 す る.一 般 に,円 筒管 内圧 力損

失 ΔPは 次 式 で示 され る3).

(1)

ここで,λ は円筒 管 の乱 流抗 力係 数,lは 円筒管 の長

さ,dは 円筒管 直径,ρ は空気 密度,Vmは 円筒 管 内

の平均流 速 で あ る.円 筒 管 の乱流 抗 力係数 はBlasi-

usの 実 験 式 よ り,本 実験 で は概 略 λ=0.025と な

る.そ こで,表1に 示す各 円筒管 出 口の平均 空気 流

速の測 定値 を用 い,円 筒 管 の入 口か らの各距 離(L/

の にお け る出 口 に至 るまでの圧 力損 失 ΔPをG/d

=0～13 .3に つ いて算 出 す る.そ の結果 を図5に 実

線 を用 い て示 すが,管 内流 が一 様 とな るX/d≧36.2

(L/d≧33.3)で は概 略壁 面静 圧 の測定 値 に一 致 し,

本 測定 結果 の妥 当性 が確認 され た.

3.1.2 円筒 管 口径 とノ ズル 自由噴流 径 との関係

図6は ノズルか らの 自由噴流 の各 断面 にお ける流

速 がVmaxの5%と な る点 で の無 次元 直径[Z0,05/d]

を求 め,ノ ズ ルか らの無 次元 距 離[X/d]と の 関係

を示 す.図 にお いて,前 項 で述 べ た各 円筒管 の無 次

元 口径D/d=2.2,3.3,4.2を 自由噴流 の直 径を示 す

直線上 に○ 印で プ ロ ッ トす る と,そ の点 の ノズル か

らの距 離(X/d)は 各 口径 の 円筒 管 内壁面静 圧Ps=

0と な る位置(X0)と ほぼ対応 す る.

3.1.3 ノズ ル と円筒 管 との 隙 間(G)と 円筒 管

出 口の空気流 量 との 関係

図7は ノズ ル と円筒管 との距 離(G)(=X/d)を

図5　 種 々のGに よる各種 口径 ス リットな し円筒管 の

静圧分布

図6　 ス リッ トな し円筒管 の 口径 とノズル 自由噴流径

との関係
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種々変更 した場合の円筒管出口の無次元空気流量

[(円筒管出口の流速分布の積分値より得られる空気

流量Q)/(ノ ズル出口の空気流量Q0)]を 示す.図 よ

り,各円筒管 とも出口流量はGの 小さい範囲ではG

に依存せず,ほ ぼ一定値を示す.次 にGが ある大き

さ以上になると,Gの 大きさに応じて円筒管出口流

量が減少する.そ の境界点となるGの 大きさは,円

筒管口径によって異なるが,い ずれの円筒管もその

大きさはほぼ壁面静圧Ps=0を 示すノズルからの

位置X0と 対応する.

以上述べた3項 目の結果から,ノ ズルから出た噴

流の円筒管の流れは,図8に 示すように壁面静圧Ps

=0と なり,自 由噴流が円筒管壁面と衝突する位置

X0ま では,Gを 変えても(換 言すれば円筒管の存在

にもかかわらず)自 由噴流の場合とほとんど同様に

周囲の空気を取込んで,噴 流は成長する.し かし,

自由噴流が円筒管に衝突 して壁面静圧Ps=0を 示

す位置X0よ り下流では,管 内流と同様の性質を持

つようになる.

図9に はノズル出口からの距離(X)=3.74(G-

1.7d)に おけるスリットなし円筒管20mmφ,25

mmφ の半径方向の空気流速分布を同地点における

自由噴流 と比較したものを示す.取 込み空気流量

は,図8に 示 したように,ノ ズル自由噴流の円筒管

入口での流量QAと 壁面静圧Ps=0な る地点での流

量QBと の差QB－QAで あり,図9に 示すごとく,壁

面近くの流速増加分として表れており,円 筒管口径

Dの 大 き な もの ほ ど,そ の取 込 み 空気 流 量 が 大 き

い.

3.1.4　 円筒管 軸方 向の流 速 分布

図10に は,G=17d一 定 に して,口 径 の13,20,

25mmφ と異 な る円筒管 につ いて,中 心軸 方 向 の最

高流速 分 布 を ノズ ルか らの距 離 との関係 で示 す.図

か ら,Vmaxは 入 口近 くで急 激 に減 少 し,そ の後,円

筒管入 口か らの距 離 が増 加 す るに つれ,わ ず かで あ

るが増 加 す る.そ こで図11に,Z軸 半径方 向 の流速

分布 を入 口 か らの距離 との関 係 で示 す.図 か ら,円

筒 管 入 口か らの距 離X=35d(L=11.1D)以 降 に

な ると,入 口か ら遠 ざか るにつ れ,壁 面近 傍 の流速

が遅 くな る.

以上 よ り,空 気 流 は円筒管 内 を流 れ るに従 い,そ

の壁面 境界 層 が発達 す るが,円 筒 管 で は,管 内流 量

は一定 で あ るので 中央部 の流速 が速 くな った もの と

考 え られ る.

図12は,円 筒 管 内の半径 方 向 の流速分 布 を知 るた

めに,流 れが 円筒管特 性 に一致 した性質 を示 す ノ ズ

ルか らの距 離X/d=160に お い て(V/Vmax)と(Z'

/1/2D)と の関 係 を両 対数 で プ ロ ッ トした もの であ

図7　 ノズル～円筒管の隙間Gと 円筒管出口の空気流
量との関係

図8　 ノズル自由噴流と円筒管内壁面との相対関係

図9　 X/d=3.7に おけ るノズル自由噴流,各 種口径円

筒 管内流の流速分布比較

図10　 各 種 口径 のス リッ トな し円筒 管の ノズルか らの

距離 による最高流速分布
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る.図 か ら,直 線 の傾 きは1/7と な り,両 者 の関 係 は

ほぼ

(V/Vmax)≒(Z'/1/2D)1/7

で 表 され る.こ れ よ り,本 実験 の 円筒管 の半 径 方向

の流 速 分布 はほぼ1/7乗 法則4)に従 う ことがわ か る.

3.2　 ス リ ッ ト円 筒 管 の 流 れ特 性

3.2.1　 壁面 静圧 分 布

図13は,口 径20mmφ の円筒 管 につ いて,ス リッ

トあ り(ス リッ ト率=4.0%)と ス リッ トな しの壁面

静 圧 分布 を比較 した もの であ る.図 よ り,壁 面 静圧

、Ps=0な る ノ ズ ル か ら の距 離X0の 値 を比 較 す る

と,ス リッ ト円筒管 で はX0〓13.3dと な り,ス リッ

トな しのX0〓6.6dと 比 べ大 きい.即 ち,ノ ズル と

円筒管 入 口の距離Gを 同一 に設定 した場 合,ス リッ

ト円筒 管 の方 が管 外 か らの空 気 の取 込 み領 域 が長

い.又,X0を 越 え る下 流側 で は いず れ の円筒 管 も正

圧 を示 す が,そ の値 はス リッ ト円筒 管 の方 が小 さ く

大 気圧 に近 い.

3.2.2　 空 気流 量

図14は,前 項 の ス リッ トあ り,ス リッ トな し円筒

管 につ い て,G=17dに お け る円筒 管 軸方 向 の空

気 流量 変化 を示 す.図 よ り,ス リッ トな し円筒管 で

はそ の中を流 れ る空気 流量 は一定 で あ るの に対 し,

ス リッ ト円筒 管 で は壁 面 静 圧Ps<0と な るX0≦

13.3dの 範 囲 に お いて ス リッ ト部 を通 して円筒管 外

か ら空気 を積極 的 に取 込 み,管 内の空 気 流量 は ノズ

ルか ら遠 ざか るにつ れ増加 す る.そ の後,壁 面静 圧

Ps=0な るX=33.3dよ り下流 の範 囲 で は,ス リッ

ト部 か ら逆 に空 気 が もれ るため,空 気 流量 はノズ ル

か ら遠 ざか るにつ れ,逐 次減 少す る.従 って,最 終

的 な円筒管 出 口で の空気 流量 は,ス リ ッ ト円筒管 の

場 合21Nm3/hrと な り,ス リッ トな しの場 合 の27

Nm3/hrに 比 べて 少 な い.

3.23　 軸 方 向の 流速 分布

図15に,G=17d一 定 と し,入 口流速 が 同一で 円

筒 管(口 径20mmφ)に ス リッ ト有 無 の場合 の軸方

向最高 流速 を比較 した もの を示 す.図 よ り,円 筒管

内 の最 高流速 が ノズル 自由噴流 の流 速 とほぼ一 致 し

て い る範 囲 は ス リ ッ ト円筒 管 の場 合X≦13.3dま

で で,ス リッ トな し円筒 管で はX≦6.6dで あ る.

図11　 ス リッ トな し円筒管20mmφ の ノズルか らの距

離 によるZ軸 半径方 向の流速分布

図12　円筒管内の乱流速度分布に対する1/n乗 法則の
適用性

図13　 口径20mmφ 円筒管 におけるス リッ トの有無 に

よる壁面静 圧分布比較

図14　 口径20mmφ 円筒管 にお けるス リッ トの有無 に

よ る空気流量変 化の比較
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この領 域 は前述 の壁 面静 圧Ps=0な る地 点X0と 対

応 して い る.そ して両者 の管 のVmax値 はX〓754

付 近 で一 致 す る.次 にX0≦X≦75dで は流 速 は と

もに円筒 管 特性 を示 すが,ス リッ トな し円筒管 よ り

ス リッ ト円筒 管 の方 が流速 が早 い.こ れ は ス リッ ト

円筒 管 で は 前述 した よ うに そ れ以 前 の領 域(X≦

X0)で 積 極 的 に円筒管外 か ら空 気 を取 入 れ て い るた

めであ る.従 って,X=35dで は,ス リッ ト管 の場

合Vmax=32m/sで あ るの に対 して,ス リッ トな し

円筒管 で はVmax=26.5m/Sと なる.さ らに下 流 の

X≧75dで は,ス リッ トな し円筒管 で は空 気 が もれ

ないた め大 き く変 化 しな いが,ス リッ ト円筒 管 で は

途中空 気 もれ のため,漸 次減 衰 して い く.

3.24　 半 径方 向の流速 分 布

図16は,上 記 ス リッ ト円筒 管 のZ軸 半 径 方 向 の流

速 分布 を ノズ ルか らの距 離 との関係 で示 す.図 の上

方 が ス リッ ト側 に対応 す る.円 筒 管壁面 静圧 が 負 か

ら正 に な る ノズ ルか らの距 離X0〓13.3dま で の流

速分布 形 状 は図か ら明 らか な よ うに,ス リッ ト部 か

らの空 気 の 取込 み量増 加 の ため,最 高流 速 の位 置 が

反 ス リッ ト側 に偏 る.

図17に は,そ の ス リッ ト円筒 管 の最 高速 度(Vmax)

部分 の中心 軸 か らの偏 り量(ZVmax)を 無次 元化 して

示す.図 よ り,そ の最高 速 度部 分 は空気流 が円筒 管

入 口か ら下流 に行 くに従 い,反 ス リッ ト側 に急激 に

偏 り,X=20dで 最 大 とな る.そ の後,最 高 流速 部

は ス リッ ト側 に反転 し,最 終的 に 円筒 管 出 口で は,

中心軸 を越 えてス リッ ト側 に移動 す る.

3.3　 口径 の異 な る 円筒 管 の 流 れ特 性

図18,19,20は,ス リッ ト率 が4.0%一 定 で,口

径 が13mmφ(D/d=2.2),20mmφ(3.3),25mmφ

(4.2)の 円筒管 につ いて,G=1.7dで の 円筒管 軸方

向 の最高 流速 ・壁 面静 圧 ・空 気流量 を示 す.

図18よ り,い ず れ の 口径 の円筒管 につ いて も,軸

方 向 の最 高流 速分布 は前報 のエ アガイ ドの場 合 と同

様,そ の特性 か ら2つ の部 分 に分 け られ る.即 ち,

ノ ズル の 自由噴 流 の特性 と ほぼ同 じ流 速 を示 す領 域

図15　 口径20mmφ 円筒 管 におけるス リッ トの有無 に

よる最 高流速分布

図16　 円筒管 口径20mmφ のス リッ トあ り円筒管 にお

け るノズルか らの距 離 によるZ軸 半径方 向 の流

速分 布

図17　 口径20mmφ の ス リッ トあ り円筒 管 における最

高流速地点 の円筒管中心軸か らの偏 り

図18　 ス リッ ト率一 定 の各種 口径円筒管 の ノズルか ら

の距離 による流速分 布

図19　 ス リッ ト率一定 の各種 口径円筒管 の ノズルか ら

の距離 による壁面静圧分布
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と,円 筒管 の特 性 に応 じた流速 を示 す領域 が あ る.

前者 の領域 の長 さ は,い ず れの 円筒 管 も図19の 壁 面

静圧 の負 の領域 の長 さ(X0)と 対 応 し,口 径の大 き

い もの ほ ど長 い.又,図20よ り,こ のX≦X0の 領 域

で は円筒管 外 か ら空 気 を吸込 ん でお り,そ の吸込 み

率[(最 大 値 を示 すX=X0で の 円筒 管 空気 流 量)/

(円筒 管入 口 での空 気流量Q1)]は,口 径 の大 きな も

の ほ ど大 きい.一 方,X>X0の 領域 での流速 分布 の

特徴 は,円 筒管 自体 の特 性 によ って決 定 され る.図

18よ り,同 じス リッ ト率 の 円筒 管 で は,口 径 の小 さ

な もの ほ ど速度 減衰 率 が大 きい.こ れ は図20よ り,

吸 込 み率 が 少 な い上 に ス リ ッ トか ら の吹 出 し率

[(円 筒 管 出 口 の空 気 流 量)/(円 筒 管 入 口 の 空 気 流

量)}×100]が 大 きいた めだ と考 え られ る.

3.4　 エ ア ガ イ ドと ス リ ッ ト円 筒 管 と の流 れ特

性 の 比 較

図21,図22の それぞ れ は,前 項 で取 上 げた各種 円

筒管13mmφ(D/d=2.2),20mmφ(3.3),25mmφ

(4.2)に つ いて円筒 管軸 方向 の最高 流 速分布 と空 気

流 量 の変化 率 を前報 の エア ガイ ドと比 較 して示 した

もので ある.図 よ り,最 高流速 分布 ・空気流 量 の変

化 率 とと もに 円筒管 口径20mmφ(D/d=3.3),ス

リッ ト率4.0%の 円筒管 が エ ア ガイ ドと比 較的 一致

して いる.

図23は 口 径20mmφ(D/d=3.3),ス リ ッ ト率

4.0%の 円筒 管 とエ アガ イ ドの ノ ズル軸 方 向 の静 圧

分布 を比 較 す るが,こ れ につ いて も両者 は比 較的 よ

く一 致 して い る.

4.結 論

本研究では,エ アガイド方式AJLで の緯入れ性

能を向上させるための基礎研究として,前 報に引き

続いてエアガイ ドの中の空気流の特性を明確にする

ため,ス リットを付けた場合とない場合の円筒管の

空気特性を比較 して検討 した.そ の結果,以 下の結

論を得た.

(1)　円筒管内の空気の流れは,壁 面静圧Psが 負

となる領域では自由噴流の性質をもち,正 圧の領域

では管内流の特性を示す.

(2)　負圧を示す領域では,ノ ズルから出た噴流は

円筒管の存在にもかかわらず,自 由噴流とほとんど

同じように周囲の空気を取込んで成長する.

(3)　壁面静圧Ps=0と なるノズルからの位置

(X0)は,ス リットなし円筒管では自由噴流が内壁

面に衝突する位置にほぼ対応する.

図20　 ス リッ ト率一定 の各種 口径 円筒管 のノズルか ら

の距離 によ る空気流量変化

図21　 エアガイ ドとス リッ トあ り円筒管 の無次元空気

流速比較

図22　 エアガ イ ドとス リッ トあ り円筒管 の無次 元空気

流 量変化比較

図23　 エ アガイ ドとス リッ トあ り円筒管の壁面静圧分

布比較
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(4)し た が ってX0の 大 きさ は,ノ ズル と円筒 管

との間隙 に依 存 せず,円 筒 管 の口径 に依存 す る.な

お,同 一 口径 の 円筒管 にお いて は,ス リッ トあ りの

方 がな しよ りX0の 値 は大 き い.

(5)　任 意 の エァガ イ ドの ガ イ ド軸方 向 の流 れ は,

円筒管 の無 次 元 直径(円 筒 管 口径/ノ ズ ル加速 管 口

径)と ス リ ッ ト率 〔{(スリッ ト幅/円 筒管 円周)}×

100〕を選 定 す る ことに よ り,円 筒 管 内流 で類似 させ

ることがで き る.本 実験 で は,無 次元 直径3.3,ス リ

ッ ト率4.0%の 円 筒 管 内 の 流 れ が エ ア ガ イ ドの 空 気

流 と概 略 一 致 した.
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